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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
韓国NVCセンター発足宣言(Declaration of Foundation)の中で
"家庭や社会で子どもたちが愛の対話を聞きながら�安全に育つことができる世の中を作るために活動をしていきます」という文章があります。

子どもたちが多くの時間を過ごしている学校で愛を実践している現場を紹介したいと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学校内の葛藤を仲裁する方法は大きく3つに分けることができる。
キリンビレッジプロジェクトで学校暴力を予防し、即座に対応する。
キリンビレッジが運営されていない学校での学校暴力発生後、仲裁を要請した場合、仲裁を行います。
教室全体で葛藤やコミュニケーションの難しさがあるとき、教育的にアプローチし、平和的なコミュニケーション文化を作る。




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2014年、キリンビレッジが初めてスタートしたときの表札。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
キリンビレッジプロジェクトは大きく3つの活動に分かれている。
紛争対応
キリンビレッジの運営は、共感と仲裁活動により、葛藤が生じたときに即座に対応することを目的としている。
キリンビレッジでは、仲裁、共感、回復的サークルとして運営されています。
2.紛争予防教育
学校共同体の構成員(生徒、保護者、教師)の教育活動で共感とコミュニケーション能力を強化する。
自ら紛争解決能力を強化する。
3.回復的なシステム構築
教育内容を生活の中で応用して生活し、コミュニケーション能力向上のために練習会が継続できるように支援します。
学校共同体が平和的なコミュニケーション文化を作れるように共感文化運動を展開する。
キリンビレッジを中心に、学校コミュニティが独自のケアシステムを作っていく。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
- キリンビレッジとは、非暴力的な対話をもとにコミュニケーションする学校のケアスペースです。
キリンビレッジは、学校コミュニティのメンバーなら誰でも利用できます。
キリンビレッジを利用するときは、葛藤の状況だけでなく、楽しいこと、お祝いの話を含め、一緒に共有したい話があるときに利用可能。
キリンビレッジでは、学校コミュニティのメンバーに共感し、葛藤があるときに仲裁することが主な活動である。
キリンビレッジを運営する学校では、学校暴力が報告されても、キリンビレッジに共感、仲裁活動を必須とするシステムを作ることを提案していますが、これを実行している学校があり、非常に効果的です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
- キリンビレッジは2013年、イ・ヨンミ先生の研究活動から始まりました。
その後、2014年からキリン村という名前を使い始め、2024年現在、小学校11校、中学校8校で運営されています。
活動が中断された学校は、予算不足、相談室の運営が開始され、運営が中断された。この部分は私たちが解決しなければならない課題である。
継続的にキリンビレッジを運営する学校では、学校暴力の発生が減ったという。
学校暴力が多く発生し、キリンビレッジの運営を開始したある学校では、学校暴力事件が1件も発生しなかったという。




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
キリンビレッジの内部は、子供たちが共感、仲裁だけでなく、様々な活動を体験できるような環境と準備がなされています。







プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学期が始まると、キリンビレッジの活動家たちは、学校コミュニティにキリンビレッジの存在を知らせるための様々な広報活動を行っています。
教室を訪問し、キリンビレッジが理解できる体験プログラムを実施したり、ロールプレイで広報する。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
お祭り、登校時、休み時間を利用したプロモーション
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
キリンビレッジでの共感活動
このような広報をする理由は、教師が葛藤がある時に子どもたちをキリンビレッジに送り込むこともあるが、生徒自身が対話が必要な時に来てほしいからだ。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
キリンビレッジが運営されていない学校で主に依頼されることになります。
このような場合、学校が自分たち解決しようと努力してもうまくいかず、仲裁を申請することが多い。
このような場合は、すでに葛藤が深まった状況であることが多い。
そのため、短期間で解決したい案件が多い。
事例) 
1:5の生徒間の葛藤が校内暴力として申請となり、葛藤仲裁の要請があった。
学校に行ってみると、先生たちができることはすべてやってみたと言われました。
仲裁が行われる日の午後、学校暴力委員会が用意されていた。
仲裁の結果を聞いて処分をすると言われ、その会議に入り、結果を伝えなければならないという困った状況でした。
委員会に出席し、結果よりも罰ではなく、回復のために大人がどのような努力をすべきかを心から伝えた。 
そこで、もう一度子供たちと会話をする機会を持とうとした経験があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
クラス全体で頻繁に起こる葛藤で、お互いをよく理解するための回復的なサークルを行う。
葛藤を仲裁した後、または葛藤に直接アプローチするのが難しい事案(様々な葛藤が存在する場合)で、子ども・青少年を対象に非暴力対話を教育する。
同級生メディエーターを養成し、教室内の葛藤を生徒自身が解決できるように支援する。
事例)1
教室で様々な葛藤が継続的に発生することで、担任の先生も大変苦労している状況で、教育委員会から教育を要請した。
葛藤の内容を把握する過程で、コミュニケーションの方法についての困難があると判断され、子ども・青少年を対象にした非暴力対話(スマイルキーパー)教育を実施した。
教育は、お互いの理解、コミュニケーションと誤解、感情と欲求、葛藤をテーマに行いました。
事例)2
葛藤を仲裁する内容を子どもを対象に簡単なプログラムを作成し、教育を行った後、同級生仲裁サークルを運営し、子どもたち自身が葛藤を解決していけるように支援した。
担任の先生方の口コミによると、子どもたちが小競り合いが起きた時、仲裁者である子どもたちが葛藤のある友達を教室から連れ出し、少しすると笑って入ってくる姿を見ることができるという。
この過程で、子供たちが持つ効能感と自然に教室内で作られるコミュニケーションの文化を目の当たりにします。
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